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S 動 回 復 力 の 喪 失 に つ い て

-投資集中の問题こ関連して .

増 • 田 男
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1. 問題の所在

' C I 〕

独占資本主義段階の資本蓄積過館=拡大再生産過程 

は，競争資本主義段赠と比較して，いかなる特質を有 

しているといえるのであろう力ん 

本稿は，との問題を「饒争論的視角」と 「再生産構 

始的視角J め結接点に位®すると考えられる固定資本 

投資の同時集中= 群的発生の間題を通じて解明するこ 

とを課題とする。

以下この理由を2 点あげて説明しよう。，第一の理由 

は，固定資本投資の連動がその回転の特殊性のゆえに 

潜在的に累積された過剩資本の暴力的破填による均衡 

の達成たる恐慌に集約きれる•■内在的矛盾J の構造と 

運動における中枢的位置を占めているからである，と. 

いうのは，後の譲論との関係で更新投資と新投資の区 

別をして論ずることにするが，更新投資の集中は，既 

存設備の更新であるかぎり社会的には単純再生/まをま. 

味するのであるが，社会の総需給のアンバランスを生 

みだし，第 I 部門(生ま手段生座細"i)特に労働手段生産

部門に大量め-^方的需要を創出し‘市場め停嫌状態か 

ら各生産部門特に第I部門の市場を號大し新投資を 

促進させてゆくという社会的拡大再生度の内的な努展 

の起10力となるからである。というのは,吏新投資の集 

中は，固定資本の現物補填ニ方的購買が賀精補填= 

方的贩売を大幅に上回ることを意味しこの超過， 

妻が第I部門へ一方的雷要として作用することになる 

からでもる。ますこ新投資の時期的集中は,第I部門特に 

労f勤手段生座部門を第n 部門に比較して急激に発展さ 

せ,第I都門を第n 部門，社会の消費本準から相対的ら 

「自立Jした発展を促進させ恐慌を必至とする。という 

のほ，新投資においX も固定資本回転の特殊性による 

蓄積基金の積立と投下の分離による第I部門の投資需 

要の-一结発生という間填により，第 I部門は第n 部門 

より急速に発展するし，さらに重要なことは,第I部 

門特にそのなかでも労働手段部門は直接第n 部門との 

関速を有さず,労働手段部門内部での相互転態によっ 

て拡大してゆくという特性を有して\/、るたや,たび 

労働手段部門で新投資が開始されると，それは部門内. 

部の転態セ第n 部門との開速を無视して発族し't:ゆ<： 

ことになるからでちる。かかる新投資の同時集中fこよ 

る第I部門の「ま立的発展Jは,当然労働者の雇用増大， 

消ま拡大をもたらし，第n 部門の市場をも拡大し,資 

本制的拡大再生達を全面的に開花させるが,,この過程 

が第I部門のr自立的発展J に主導されて進行する以 

上，部門関速*生まと消費の,開速を突#破っで進行し

-バランニスウイジー共ぎ独占資本J によせで一 J (法政大*■経済注（1〉 くわレくは拙稿「独占分析への*>̂祝̂ £^

志林j 館40巻2号〉を参照されたい。

( 2 ) 以下の展開は, わが®の映後の®d想^研究での1つの成圾と考えられる固定資本?^生産の問題につk、て- 私なりに 

まとめたものである。特にそのなかでも已•'再生産‘過程め周期的情造—— 固定資本まの3*■请を中心にして 
— J 《神剝II大 *■商経法論簾ん第8卷3号)，窗嫁良三『恐慌論究J (未来社)，非村宫代子f恐慌*ま鍋柳め 

理論J (為廣IH1〉の諸箸作に多<：依拠している， ' ‘ •
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恐慌を必至とするめである。以上のように,固走資本 

投資の運励のr内在的矛盾J 'の姨造と運動だ■占める重 

要さはr 独占段階の資本菩辕過殺の分树においても中 

心的な分析課題をなすといえよう。

第二の理由は，独占資本主義段階を成立させでいる 

生産力段階において固定資本投資の占める比まは，個 

別資本fこおいても社会全体にとっても，競#段階と比 

較してきわめて高く重要でおるということである。鏡 

争資本主義における生廣力段階は, 綿:！:業を中心とす 

る軽工業であり,とこにおいては固定資本の占める比 

重は個別資本におい't:も社会全体にとってもあまり高 

<:な し か る に , 独占資本主義の生産力基盤は,铁鎭 

一機械, 化学一化学製品という重工業.化学工業を中 

枢として?^成されており，かかる磨業は大規換• 大量： 

生産を技術的特徵としきわめて巨大な固走設備を必、 

要とする。こめナこめ，個別資本の投資K:おける固定資 

本の占める割合はきわめで巨大であり,同定資本の動 

向が個別資本の投資決定にとって最も重要な問題とな 

るし社会全体としてみても工業，化学工業め占め 

る決定的位盧からして固定資本投資の比重はきわめて 

高く重要である。このぐとを，独占資本の投資決定の 

問題にあたっては，固定货本投資がきわめて重要な役 

割を果すということを意味しているといえよう。 .

- . -，. ，. .，，

' 〔口〕

この間題に関して，‘恐慌の変型と国家独占資主義 

の成立の問題として興味ある論点を提出されている大 

内力氏の見解を検討するととによって,数のごの課題

に対するより明確な問遊点を提出することにするb

'大内氏の主張を主題に必要なかぎりヤ整理すれぱ，

，次のようになる、

‘①独占段階め恐慌の性格 V  '

■■恐慌は, まえセもふれたように,それにっづく不況過程を

つうじて, 甚本的矛盾を相対的ki解消していくのやもり, »

ぎの|3?生ま軌道をおづから設、定していくのである。 f恐

め自動回復力J とよぱれるのがそれであるが,こと経済の法

則的な運動に力、んするがぎり,この自©回復力がつねに作用

するのであ0 て，をれが消失ししたがぅて不況状況が永続

的icつづ< とか,そおめ資本主義的生まがゆきづまる
(6)

とかいった状態は，そもそもあり免ないととであろうJ 

く理由〉

' 「独占部門の园定資本が巨:^化し, またそれに対ffeして#  

式会社制度が普及することは，設備投資9 整に::̂ きな7在{匕を 
およは•す。すなわち, 簡定資本力t'巨大化することは/ 銷却力t. 

すまないうちれを被!^することを困難にするから,；̂に 

みたように，をの掘値を温存しようとすネピペイ‘ヴヤを強め 

ることになるのであり，独占の形成の必然性もひとつはそこ 

に求めることができるのであるが，そのことはますこ,設備更 

新が景気循環のある局iBi—— 具体がJには不況末期から好況ひ 

初期fcかけ.:t：-— で柴中ゆにおこなわれるを弱め, 'むし 

ろなしくずL f c , (まぽ鉢j却期ヵ别来しテこときに,史新投資が 

おこわれるとい，う妬向をつ< りだす。他プJ, 株式会社制度 

の普及ニ金融爽本め形成は，独部の資金請達を容きをす 

るから，更ま投資を齋気循環のさまざまの時期にマー";好況助 

の牆] Iで，'を利が比较的;̂ いばもいにさえ—— 必35fcおうじ 

ておとなうことを可能にする。こうLた傾向はいずれにせよ- 

，わゆる設傭循環の形力あらわれる環蓮動を不分明にする
, ( 7 )

力、 とくに不況湖の回復をおくらせる作用をもっているJ

注（3 ) 固定資本?If生まのもっ軟，段階的意義は* 恐慌史研究においても1.つの-ま耍な段階基準となゥて、、る。メンデリ 

ソンは固定資本の更新と拡大が想後ら循環の「物質的道:礎Jとして菜す役割を1.生摩の症®的拡大の物質的!^礎，2. 

恐愤の周期性の物質的基礎，3.固定資本め更新と拡大による追加的市場の形成に分け，1 の点につ'/、ては18世紀まの 

綿エ菜-Sの機械の導入から19世紀おわりまで同じ役創であるが, 2 の点は1825年恐慌以降の段階ではじめてあらわれ, 

3の点は1840¥代の鉄道プレム以降はじめてあらわれ, 画定資本の比ffiと重工業の比ffiの增大と共に■ffi要となり， 19 

’ 世紀末の大ネ:況ではじめて决定的意義を有するようになゥたとすぐれた分析をしている（メンテ*リゾンて恐慌の理論 

と軸 J (飯m他訳）.第分冊18Sパ 89H〉。なおとの点の要約は南氏のすぐれた書評-ヤよぐ整理されて展間されてい 
るので参照さ;Kたい（南ホ已•■書評j r土地制度史学ふ第14号レ

( 4 ) 大内力す国家独占資本主義パ束大出版〉。 • . ： ■

( 5 ) 大内氏はr恐慌は鉴:本的には労働力商品の特殊性にもとづく資本の過剰化fcよって必然的になるJ(同上139具)とい 

う字野54：蔵氏のあ嗽論};ど☆ 脚され, 恐慌の形爐变イ匕は段階論として，国独資は現状分析論として展UfJするという宇95f 
氏めS 段階論という方法に☆ 脚して究明しており,:私のi [場とは全く異なるが,このことも本稿の内容检討の問題を 

通して批キI!してゆくことにする。なお，宇断=大内Piの恐憶！̂の批判としてすぐれたものとして射;墙代-了' りm ，

(有数個) ，力法論批判としてすぐれたもりとじて佐藤金三郎ぴ資本論』と宇野経済学』（新評論>
の げ て お く 。 * ,

( 6 ) 大内力，同上レ：147-^8貝:。 . ，
《れ同上 , 142ま♦ .

---^■1 8 7 0 0 0 3 )-—
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こめ間題は恐慌め厘史•段階的な位置づけの問題とし 

てきわめて重要な問題であると私は考える。というめ 

は，この点は氏の報占から国独資への移行の恐慌識的 

アプローチという祝角の正,当性の問題とも関連するか 

らである。私はこの热慌論的アプロ ニチが有効性をも 

つのは，恐慌->危機==̂ W独資という把握によゥてであ 

って，氏のようr 全般的危機ぎ外的に媒介させること 

でばないと考える。

以上のような大内氏に対する2 つの疑問点を,恐慌 

からの回復過經の中心をなす固資本更新の集中が, 

独占的市場の独占資本による投資行動によゥていかに 

ま化するがという独占による恐慌の形1 変化の問題と， 

固定資本更新集中.のめる恐慌の歴史‘ 段階的位置つ’ 

けという2点から究明することにしよう。

. - . . ' .，. . . . . ' . . . . ，' ,

2 . 吏新投ぎ集中の意義
. '

c n  •

独占段階の回復過握の特質を,恐慌形態変化と歴 

史 ，段階的位置づけという2 つの祝角から究明してゆ, 

< にあたり,競争市場での回復瑪鞋における更新投資 

集中の意義を明らかにし, . こめ視為の内容を深めてお 

くことにしよう。

まず第一に,全般的に市場が停滞している不況期に 

おいて, いか1̂：1して吏新投資め集中がおこゥてくるの 

力、を確認して知くことにしよう。力、かる状況下で更新 

投資の巢中をもたらすのは,特別剩全価値をもとめて 

の新生産方法の導入‘ 普及の急速な進展である。

饒争市場における個別資本の新生ま方法の導入条件 

は，独古的市場との対比を明確にするために,スウィ 

ージ- •の，「眼界利潤, J 槪念を利用して示せぱ 

.P〔 g t B L > p c  (但し1(2 ：追加資本量, P.：追加投資

注（8 ) 大内力，前掲，149買。もちろん大内氏は独rii段階における啤S力；rパユックの形で激発性をもってあらわ;ること 

が緩和J される(同上140頁）ことを好況期における労賃上界の独占価格によるカバ一，思慌期における価格低下の 

P：a止と資本破娘の回避を中心に論ぜられており，？总慌の形態变化としては，むしろこの間題の方がIE耍であろうが， 

独占段階の恐慌の性格把握, ,独1̂?から国独資への# 行の問題にとっては,回復過程の方が重要であるとダえられるの

で♦ このような観点から整趣をした。
< 9 ) 大めはは『農業恐慌/ では>■第二に/ このような生ま性を高めるための新投資は, 結局生途ffl；の增大をもたらすか 

ら, それlii体が生産制限の必度と矛盾することになるJ (同上159頁》と独占資本の投資行撒のPpセ題にも不充分ながら 

ふれておられたのに， ま独itl資本主紘1 ではこcb問題を欠除してしまって'/、る点が理解できない。
< 1 0 )大内成の国独資論を, この点から批判しているすぐれたものふして岩ra弘 f"世界資本主義J (未来社)，南克已げ帝 

国生教論J と旧家独占資本主義J (»■士地制!^お学j j f ね号■ )があげられる, 岩ロ1氏は世界資本主義という資木主義の 
世界市場編成ヴ他界金融ホ場®成の立場から，南ほは独占®国内編成，国際編成の立場がら大内氏を批判されておら 

れるが，し、ずれも資を危機のめ在イヒの間湖として把握されている在で商く評fiTliしてよいであろう。
<11〉 スウイージーf限界求DPI率J については次節を參照された1/、。ももろんスクイ一ジーの「限界利?m もぱ独

— -■-1B^{1004) -

② ？fl;慌と危機ニ国独资の関係 

rとこもで位機は，資本主義の発展とともにしだレ、に成熟 

•するとしても，ロシア草命を撒こして，いわは’質的な転換を 

とげ, 現実性を帯び'てくる。全般的危機の開始がそれである。 

そてそれが他方, 成く，深く，長い恐慌によりてそれぞれ 

の帝® 主義国に内面化されたとき，はじめてそれは資本主義 

体制にとクて，決定的な危機になると考えなれぱならない。 

そしてそういう危機0 現実化こそ，‘国家独占資本主義への推 

，転を決定的にする齒接の契機であ(るJ .

以下問題を2 点にしぱって提出.しよう。结5—̂は，.氏 

，の絡論としては"Hgiで賛成で、あるが， r更新投資の集 

ホが独占段階で、はおとりにくいJ という点自身め論証 

力r不十分で説得的で、ないという点でもる。氏は，画定 

資本の巨大化と金融資本の資金調達力からこの題を 

述べているが,，未償却設傭が投資に制約として働くの 

は段階の相違なく一般的にいえることでちり，ここか 

ら吏新投資集中の不可能性はときえないし，る融資本 

の資金調達力め問題は更新を遅ら'^る一つの要因では 

あるが，決定的な間題ではない。後述するように，更 

新投資の集中は独占的市場のもとで新生産方法の導入 

• 普及がいか.に促進される.かといろ点から究明される 

べきで,拓占餐本の投資行動の問題が中心として述べ 

られなけれぱならないのではないだろう.か。

第二は，氏の結論$ れる r更新投資集中J のおとり 

にくさは，独占段階の恐借からのr内 的 発 起 動  

力」が存在しないということを意味し，氏のいわれる 

よ-うな単なる不況の長期化を意味するものではなく， 

♦ の要因がなけれぱ停滞の永続イ匕•崩壊をも意味する 

ものではないのかという点である。氏の場合，内的な 

回復タの存在しないことを強調されたあと，独占段階 

の恐慌でもr自励回復力J が依然として存在するとい 

うのは論理的に矛盾することにならないのであろb か。

自動回復力の喪失だついて

刹潤S, Q  i迫加生産贵增±に伴う制格{£下による利潤減少 

部分，R : 未償却設備の慮まによる资本摄失， Pc：ギ均利制 

率(一厳的市場利® 率Yセもり，競争市場ではの投割は 

個別資本の生産量が僅少であるたあ★きくな < , 不 

期にがいても導入は促進'される。というのは，.かかる 

:状況ではPc.が. イすうの一時的趙過利潤J の昨用 

によりきわめて媒く，との低利潤率を基準にして特別 

剰余価値ニ 超過利潤(~P~—  Pc) が取得されることが 

個別資本の低利潤率からの脱出にきわめで大きなM 力 

となるからである6 しかも不況期では，未償:却設傭の 

残存価値も画定資本の減価iによってI® められているた 

め，残存価値の廃まによる早期吏新による損失も髓減 

されているため,未償却設備の残存価値のあまり大き 

くない資本にとっては新生ま方法の阜期吏新による導 

入が促進される，しかし不況期では,新生産方法導入 

の資本量による制ijが強く作用すさため,新生産方法 

は資本力のある大資本や吏新完了の資本を中心に導入 

される。

をして新生;ま方法がある資本によ0 て導入されズと， 

不況期では,この新生廣方法を普及させてゆく鏡争の 

截制禾IJ用はぎわめて力きく作用し，新生ま方法は当該 

部門に急速に普及してく。というめは,新生廣方法 

を普及させてゆくのはrマイナスの'待別剰余価値= 超 

過利潤J による麓争の強制作用でもり，これは新生産 

方法の導入に伴う市場価格の低下の程度によって左右 

されるからでもる。旧生廣方法の企業は俄利潤率のも 

とでのrマイナスの特別剰余価値= 起過利潤J の重圧-

に ょって, きわめて低し、利潤率を跋制されることにな 

り，旧設備をータyも早くH 新し新生産方法を導入し自 

己の当該部P1での地位を確保:しようとするのやある。 

この過程で，未償却設備の残存fiii値が大きく更新力';不 

冗能な資本や資金不足資本は,当該部門から駆遂さ 
れてく。

以上のょうに，ホ場が全般的に停滞しているポ泡期 

におV、，て新生塵方法の導入‘普及がきわめて急速に行 

なわれてゆくととは、吏新投資を-^時期に巢中的にお- 

こなわせることを意味する。 とV、うのは, 市場が全般 

的に^#滞している不況期では^^投資をおこなう資全的* 

全格は, 競争ホ場下では個別資本の投資資金が主とし’ 

て.自己資本に依存してV、るため-^般的にないし, さら， 

に新生産方法の普及がこめ過程では旧設備の早期更新 

として促進されて♦ くためである。

C n 〕

セは,.かかる更新投資集中の意義はいかなるものや 

あろうか。

まず第一は,更新投資集キが市場の停滞している全 

般的不祝期から好況期へと局面を!^換させて♦く •■内， 

fゆな発展の起動力_!をなすという点てホる。更新投5T 

は基本的には‘単純再生産を意味すをにすぎないが，更 

新投資が時划的に集中してなされることは，総需要と 

総供給の一致をやぶり，労働手段生産部門に大量の一 

方的需要を創出してゆく。というめは,新投資の集中 

は固定資本の現物補填ニ一方的購買力墳條補填ニ一方

資本の投資の特徴を究明するために作出された概念であるが，競争市場での新生産方法め導入条件の究明においても， 
こ©概念体は使用可能である。ただし間題は,.競争市場ではこの投資誘因が全体に果す役割りが独占的市 

場とは大きく異なる。というのは,、'競学市場にお、ては個別資本は部門内. 外で不断に競争して、、るため,この投资 

誘因が作用するのはきわめて限定的であろ。投資;赛因力;固有の意味をもつのは独占的市場においてであると思われる， 
法( 1 2 ) —時的超過利潤は（市場制稱）一(-T般的生産価格）としての超過利潤であ!)，この超過利翻は部fねj内の生産性格差 

から発生十る特別剰♦ 価値=超過利潤と異なり，部門全体，社会全体に発生する超過利潤である。この点洲稿[独占 
価格の運動に関する一考參J (疲大大学院機関誌》■三田経済学研究』第4号) を参照されたU

(13) 個別資本の現実的な特別剰余価値起過利潤は，部門の平均的市楊価格と新生血方法による予想個別的市場価格と 

の差額である*，ここで甚準となるのは部門めホ場利潤率ではなく；i一般的な市場利潤率せあるらというめは,個別資 

ネにとゥて投資をおとなう場合においては，部門内であろうと細，1外であるうと利潤本の高い方を選択するからで 

.る。.' '  ；； ' . . . • '  :

( 1 4 )競4沛場において, 新生産ガ法の導入を制約するの要因は，との资金力であるとみてよい。鏡キ市場において 

は個别資本は生として自己資本に& 存しで1/、るため, 新生降の填みは, 償邦基をの粉立て額,苗あ满金の辕立て 

額の—定程庞の粮立て期間が必要なめである。とのことが新生摩方法の導入にとづて大き)VrM約となると;#5-えられる4 

それゆえシロス二ラビニムの次の指摘はまさにIE筋を得たものといえる。，「競争的; 衆の投資は, 可奶分め企(di8. 

?osal fund)によゥて制約され, 寡も的，处占的伞業の投資は蘭}I!によゥて制約'されている.I。 Paoto Sylos^Labini, 
"Oligopoly and Technical Progress'\ Revised Editionわ. 1 7 8 . (安部他訳『都占と找衛逸少i  (湖浦版) （劇ホ経济〉

，，240貢）。-  .い. . * . ■ '
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ま動回復力の喪失について

揚と異なる耍因として，との要因は決定的に重要であ 

り, 独占的市場め内的発Mめ起®！力め間鹿としても, 

この問題はぎもめて量耍な役割りを東していると思^5 

れる。それは, 新生産方法の導入が,,部門内における 

協調のもとでの亮言力ら強化, 部外から© # 人庄;b 

に対する参人阻止の力を敵化するということである„ 

まず部門内での尊争カ廣化という問題についてみて 

みようふ独占的大企業は独(^!的市場の下で相冗に協調 

して独占価格を設定b 独占的超過利まを取得するので' 

あるが. この独資本相互の協調行動は,僮々の相異 

なる市場占拠举，生産諸条件* 贩売諸条件，資本力等‘ 

を有する個別資本の対3：£を含む協調である。ネれゆえ， 

俩格水準や生産量水準をめぐっての企業間3̂ 渉におい 

て，も強い力を発揮するのば，全面的対立の場合め競 

争力以外の何物でもないa 独占資本は相互に協調して 

いても，は上の趣由から,たえず自己の競争力を強化 

するよう強制されているめである。そして，この独古 

資本の競命力を强イヒする▲ 良の手段がまさに|Tr生産方 

法の導入なのカ^> >。なぜならぱ，新吿産方法はa ス 

ト条件において他を庄彻する最大の手段で、あ , また 

大規摸•大量生廣を基礎とする新生産方法による迫加 

生ま量増大= 迫加生摩能力の増大は市場占拠杳を高 

めるための最も有効な手段となるからでちる.(ただし 

この; 加生産量ニ迫力rt生達能力の大は同時に価格低下ニ操 

業族低下によよ利潤城をももたらすのでとの問廣は後で <:わ 

しく脚ける)。それ♦ え,独的ホ場での部門内の独 

占的超過利潤の配分をめぐっての饒争.部門内のホ場 

占拠率ををぐっての競争が，独占的市場において独占 

資本固有の新生廣方法導入促進要因となるのである。

次に，部門外からの参入庄カに対する参入阻止力の 

強化としての新生摩方法導入の誘因をみてみることに

しよう。前述したように,独占的市場の下での参入障 

'壁の形成による参入阻lb力は, 不断に他部1̂ 3の独占資 

本の參入圧力によぅて脅威を受けそいるのセあるが， 

もじ既存部Mの独占資本が-^般的に採用可能な新生産 

方法が存在Uても採用しなかった填合, 他部門の独tir 

資本が薪生産方法ヤ参入じてくる可能性力’適大するレ 

そして他部門り独1̂ |企業カ姨際に参入を決行しナことす 

.ると，既存部門の独占資本が參入をiJa止しようとして 

も, 新生産方法によるメト条件が#入伞業め方がよ 

b 俊れ't いるため，参入胆止力*、不可能て'あるぱかりで 

はな< , ま人企業との競制こも液れ；当該部門り独占 

企業は自己の独tit禾鹏の取# ほおろか当該部門え、らも 

放遂されかねな、\かかる参入ポカど対抗してゆ < た 

めに，旣存わ独占資本は新生産方法を導入することに 

よ力て参入組止力を強化する£ とが必要不可乂となる 

めやもる。

以±のように, 新生處方法の尊;U こ関して独占的ポ 

填固有の誘因が存在るというビとは,独占資本が市 

場条件に力、かわらi V 新生産方法の導入を強行してゆ 

くきわらて大きな耍因となるのやある。

第二に, 独占段階©有のQの釋割’りの決定的重要性 

につい；t：述べるととにしよう。私はと<Df?|題を 

能力」の問題として検討するととにしたい。というの 

は，執占的ホ場ヤ【よム嫩こ̂ ^加供給量ニ追加生虚量 ;々 

市場需要を超した場合, 価格競♦ の手段をとらず「操 

業度J の.低卞による「操業度調整J をするととが多く， 

独t■与的市場できわめて重要な地位を占めるスウィージ 

一の指摘したr限界翁潤率J にづ 1イナネに作用する価 

格低TFに'よる利潤減少の間靡を， f過剰能力J の増大 

'によ.るコス'ト上昇としそあらわれる，，と.者えられるから 

でもる。

達成されたいわゆ;る r協調的教占J に最もよくあてはまるのではないかi いう£；とである。それゆえ, 独|li?U：の投 

資行動は独tS的市場の完成度（独tS間の競ホ条件) と市坊需要の両側®からia/lii)されるのでって，市場誘識のみに 
よって鋭制：̂れるもめではないと私は̂ #える。ネしてむしろ, 私は前者の规52の方が独占資本の投資行勘を分析する 
場合には道要であると♦ えるめて，もる。 . ‘

注(I8) r過剰能力j の問題を投資抑制作用として愤視しためはシュタイツドルの功技である。 Joseph Steindl, "Maturity

and Stagnation in Awerican Capitalism'*,密崎他訳『T メすカ資本主義の成熟.と粮 j .シュタイツドルのi.過剰能. 

力J 力• 占の投資が印制するという指摘け.，次の2 点からなゥているとみろことができよう。①現実の「意因された 
. . .過剩能力丄（planiied exc被 Capacity),以上の. 「意図きれざる過剰他力j (undosired excess capaQity) に投資を抑 

制する(Ibid., p. 123,訳ぱ5貝) , ②刺能力のi 生の恐れがある場合にも投资が抑制される（IbUL,p.l32»訳168HK 

以上のようなシユタインドルの見解は, 独段階の? を r過剰能力J の肋®'として把握した点，.そしてr過剩能力J 
が投資抑制作用を果すという, セす，ぐれた見解といえるしかし, シュタインドルの見解はr過剩能力J の発生を独 

ji?め市縛a博なものとして十分解明しでないaV 「意図された過剰能力j 力，、独の特質としてよりは技術的な爾給ゼ 
. ヤツプから間いている点で限界をもっているといえる。 ‘ .
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'的贩宛を大幅に上回ることをま味し，との超過雷耍が 

労働手段部門への一^方的需要として作用するからであ 

る0 さらtf：労働手段生産部門への超過需要は,更新投 

資が新生産方法の導入としズ行なわれることにより, 

また閲定資本の独自の回転により，より一層加速化さ 

れる。更新投資が新生産方法め導入としてなされるこ 

とは，資本抵成‘を高度イ匕し可変資本r 轉して不変資本 

特に®定資本の割合を増大させるので,勞働手段生産 

部門への超過需要は第n 部門に比して意速に増大す 1を, 

しまた固定資本：投資は対^̂ 、する生库物の移転価値で 

.はなく，S 転倾値に耐用年数をかけた分だけの需要を 

発生させ;6 からである。それゆえ更新投資の集中は労 

働乎段生産部門に対してきわめて大きな超過需要を発 

生させることになるのである。

更新投資の集中による投資需要の創出は,吏新役資 

の银中の程度と持続性に応じて労働手段生廣部門への 

，需廣拡大と需要の継■ 性をおこさせる。このととは,，

より與体的には次のように想定できよう。社会的総資 

本の拡大再生産において投下資本規模も大きく , 多く 

の生廣諸部rれこ多数の労働手段.原材料を供給してい 

る部門において更新投資力;集中的になされた場合,こ 

の投資需喪のネきさが,また全体の再生産にギよぽす 

彫響も強いため，労働手段生産部門ぺの大量の需要i  

発生させ，全体としての好況過程への;行も早まると 

，いうこと力もる, ’

第二は,更新投資の银中を鉴軸として資本制生庫が

「内的な発展の超動力J を有するということが，単な 

るくり返す同一過程としての単純再生産ではなく，新

生摩方法の導入‘普及の社会的規模での促進によって 

段陪的に上昇する社会的生ま力水準と,その新しい生 

産力水準に照応した新しい資本の対応関係を作り出す、 

ということであり，またとの更新投資の集中は，同時 

に資本の集中をきわめズ1 '速に促進する過糖でネある 

ということでもる。 .

• . ■.' . . . . .

- 3 . 独占資本間の競争と投資集中

- c n  , ■

> 前節で競命市場における更熟投資集中の意義を確認 

しすこので, 独古的市場やの問摩をみるととにする。本 

節では，独占資本の投資行動にょって更新投ぎ集中が 

.いかにま化す,るのかの間迪を追求しその意義|^：̂クい， 

ては次節や展開する'ことにじょう。

ま ず に ,JSl占!^市場での独占資本め投資行動め 

特質を新生産方法め導入条{半/ザ 題 と L てぎするこ 

とからはじめょう。独占的市場でめ*新生産方法の導入 

条件は，スウィージ-1の.「限界利潤率_)を利用すれは’， 

次のようにあらわせよう。 (但し 

P m ：平均独占利潤率)。独占的市場での独占資本の新 

生産方法の導入条件が鏡f-市揚と決.定的に相違する<0 

は，第一に新生産方律の導入が独占き<J市場での独占間 

の競争を通しての独占力ら強イ匕に■ょる独占利潤め增大 

に寄与するという固有の役割りを持'0 ことであり，第 

ニ4こQ の役割りが独占的市場ではき;^.めズ大きく作用 

しているとH うよとである。 .

まず第一の問題からみてゆくことナこしたい。饒争市

— ' — —■̂   ：-----：— —
注( 1 5 )スウイージーゆr限界利潤率J を次のJ:うに定義しでいる。① r追加役资は産出高をふやし価格を引卞げるがゆえ 

に旧来の投資にたいする.利稱の削滅をもたらすという舉樊を勘酌したうえでの迫カロ投資にた1̂、する利潤取1 (P.M‘ 

Sweezy *'The Theory of： Capitalist Development", p. 275. 都盤人訳 ^資本主義発展の理識』（ぜ評論）338真〉。 
② r技術的新機軸の場合においても,彼がすでに投下レた資本力顿腐化することによらて受けるかも知れない価値の 

上での減価を無視すろわけにはいかないJ (Ibid., P. 276,訳340頁K : ,
(16) P m は独占資本の投資行動を決定する場合の基をなす「役资基準利潤率J であり, 部門内の投資を決定すそ■■限 

界利取j率J と部外からの参入を从L定するりtii待利潤率J の驻期をなす刹潤率であひ，理論的は独占資ネfi»1の部f1 

内 ，部門間の躲争と独占の非独占に対するま;配 ，収越け、う2期因によって決定される。独占的市場相5：の参入障壁 

水?̂§は, 丧湖的には平均化すると考えられるので， .r投資望4時IJ潤率丄は平均利潤率」と独占的起過利潤率とからな 
ると者えることができよう。i：れを私はかりにr平均的独占利潤本J と呼:ぶことにする。

• (1 7 )独占資本のr投資行動Jの分析にクいては，北原巧氏が詳細な分析を展開きれ，教わること力•、多かった。北原5 3「競 

斜受陪，独占段陆における生ま力の発展一技術進步を中心として-™ J 诚 大 『経済学年報J 繞12号),同填占金 

業の投資行動-"厂独》̂资本生義段階おける资本蓄積（1 ) — J びきto学会雑誌J 第62巻第6号)。北原巧から私 
が学んだのは次の点であるレ第と氏が従来のr提湖停滞論J の批判を独占資本の投資行勘とうr競ガ齒的視烤j 

とらの投資行動の» 摩効果という生齒構造的祝资J の統ザとし'て分析を- して迫求している点モもる。然二 
に独A資本の投資# 励を厳占市場がもつ圓# め：r協調J を r綠争J の2 # 则から投資の「積極性_ )と •■消極性J とし 

て把l i b ている点でfcる* こと•投資行動の両か侧が市場条件ほ'想ホ堤稱酌}ょりて大きく奶匕するという
ズ.(でもる。しかレ問題は独占資本の役资がn爛条休に決定的に依存•するのは, まざに独占的市場がきわめてI高庇に

m i l o o e )
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前述しナこように，競争市場においては新生産方法の 

導入による市場脑格低下I"こよる利潤減少の問翅は,新 

生産方法の導入を決定するうえで，あまり大きな意味 

を有していなかった。というのは，競#•市場では個別 

資本め生ま查が全体に占める割合力;少なく，新生産方 

法の導入による追加生産f tの増大によって市場価格力*、 

低下する割合も少ないからでちる。

しかし独占的市場おいてはとの問題はきわめて- 

大きな新生産方法導入の制約条件となる。. というのは， 

辨占的市場は高度な市場猿中度と参入障壁の形成によ 

.って成立している市場であり，各個別資本の生産量の 

部門全体に占める割合もきわめて高く，各個別資本の 

生産量の動向が直接価格に大きく作用する-とになる 

からである。また，独占段階の生産力基盤を者えれぱ 

明らかように，独占資本の採用する新生産方法は，： 

一般に大規模.大量生産を基礎にした新技術であるた 

め，新生産方法の採用は当該部門に大量の追加生産量 

をもたらしそのことによって当該部門の市場価格が 

大ホ富に低下する可能性が強く，価格競争にうったえな 

い場合には大幅な「過剰能力J を保有せざるをえない 

ことた*なるのである„ のため,处占的市場において

は, , 新生産方法の導入'はそC>新生産方法が大規模.大 

量生産設備であれぱあるはど， r過剰能力」の大幅な 

保有によるコスト上昇による利潤減少を、予想しなけれ 

ぱならないので,一般に慎重に種々の諸条件を考慮し 

て決定されざるをえないのである。
ただし，このr過剰能力Jの存在による独占の投資行動にお 

ける消極性は，如占の意図されたし定の過剰能力J の 

によってあニ千綴和されはする。というのは，独占資本は部門 

内における独占利潤の分け前をめぐるーヶット，シ:Cァ鏡 

争にお、て，また部門外からの参入競争に対Lても意図的に 

「一定の過剰能力J を保有することによゥて独占間競争を有 

；利に展旧することが可能であるからゼある。といラのは,も 

し何らかの事情で市場拡大がもゥた場合'フル操業で操業して 

いオ£場合，’市場拡大による市場占拠率披大競ヴけこ運れをとり， 

また参; 力に対してもi 有巧に対;Eできなぐなるからであ 

る，それゆ;t 独占资本は{g常的に意因的にr一定の過剩能力丄

を保有することになるのであ•るが，このし定の過剰能力J

は,独間饒争による独占力強イヒによる独占利潤の増大寄

与するし，また独占資本はこの意図的な《•-•定の過剰能力J

を予想して「標準操業度J を決定しこの予想「標準操業度J

を基準に;予想投資利潤率を計算することによって，と<0部分

を当初からコストとして計算するので，とのr一定の適剰能

力J の範囲内では過乗ll能力と独占資本にはみなされず,をれ

だけ投資促進効果をもつとい,免るのでもる。しかしこのこ

とは新生▲ 方法の大規模'大量生産設備の導入にとっては決

定的問題ではなく,むしる投資の結果としでの過剰能力の叙

占段階固有の她现のされかたであると、> う‘側面が強V、と思わ 
<20)

れる。

' 以上のような新生産:^法の導入条件の変化によゥてt 

新生産方法の導入，普及速度はどうなるのであろうカレ 

市場が全般的vt停滞しズいる状況のもとでの新生塵方 

法の導入•普及は，急速に促進される側面と.遅延され 

る侧面とが*■時期的J にずれて生ずる。この局面交替 

は，独占による国！̂での独占的市場分割の完了によっ 

て交替するといえる。

まず，ま占的市場の形成，確立期においてはどうな 

のかに'0 いてみてみることにしよう独占的市場め形 

成 . 確立期においては. 独占的市場r おいても新生産 

方法の導入，普及はきわめて急速に促進される。という 

のは，こ0 局面では,独占的市場においても独占資本相 

5 ：間の競争は部門内においても部門間においてもきわ 

めて活発イ匕し，前述した新生産方法の独占的市場固有 

の導入の誘因が^ わめて強く作用すネため, すことえ現 

在の市場需要が停滞的であても，新生産方法の導入 

への誘因はきわめて強い。しかも独占資本は競争市場 

における個別資本と比較して資金!的に有利な条件にfc 

るため，たとえ旧設備の残存価値が大きくとも，それを 

破棄することなく遊体化しても, 新生摩方捧の導入を 

新探:資として行なう傾向が強い。というのは，独tS資 

本は，緯争段- の諸資本と比較した#^,株式にょる 

資金調達力‘ 銀行によろ資金網達力があるテこめ，資金

> ± (1 § )北原氏は，この問题をr一 ‘宠の余裕能力の保有J の間題として①虫ま能力と需3^とのギャツプ，②独占価格設定に 

おけるr正常操業度J , ③新参入の組止，④部門内のシェア競での有禾ij性め4 点から脱明されている。ごれらはい. 

ずれもr一☆ の過剩能力J の有の理由であるととは事樊であるが, S 本的な理出は③と④にちもと想われる。 f霖

占企業の投资行跡J (前出）84~8頓 。 '
(20) 傷氏は, このし*定の過剰能力J の保有が独占资本の故極めな投資行動となると述べておられるが，やは》■>この 

し定の過剰能力丄 の保翁はくまで独,与の投資行動の結束としてのr過謝能力j のM现め問超という側ITiiが⑩。 

過剰能力を保有するために投資がim i化するということは一Mめfc言えないであろう。長岛誠「過剰能力と資木熟

锁J び~韻論殺J 第62殺第3号)。 ， ■
, < '
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的に覺かでる'と考えられるし, . またぃまだ十分とは. 

ぃえなぃまでも,独占的超過利潤を取得するととが一 

走程)t 可能力るために*資金的にはかなりの余格が 

あると考えられるからである。

そして, ある独占資本力♦、新生ま方法を導入した場合， 

新生産方法はン拳に他独!^資本Vとも急速に導入され 

新生廣方法は急速に普及す.る。とぃうのは,.新生方 

法導入企業は己めコスト，上め右刺性を利用し迪加 

生産量の波大を市場占拠率を高めるために，あえて低 

価格お設定しf tの資本のをはかる可能性も确ぃた 

め, 他の独占資本も, 前^ したう>こ,資金的には豊 

富であるナこめ,あぃ前换して新生廣方法をま入するか 

らズ'ちる。

それゆえ, 独占的市場の形成• 確立期におぃては， 

新生産方法の導入*普及競争は，競争m蕩と異なり, 

独占的市場分割競争と丄てき杉めて急速こ促進される 

のである。しがも, この新生産★法め導入は競争市場 

と異なり，更新投資のみならず新投資としても行なわ 

れるのである。.このことは, 独占的ホ場の形成，確☆： 

期におぃ*■(：は，鶴争市場よりほるかに早く急速な回復 

がもたらされることを'意味する。とぃうのは,独占的 

ポ場にける独占資本©採用する新生ま方法は大規模 

.‘大量生産設備であるため，この誘ぎき投資はきわめて 

大きく全ま業部rgに波及してゆくからでもる,しかし 

かかる独占的市場における急速な的発展の起動 

力J は,独占的市場分割競争とぃうことを前提にし 

てはじめて、、えるとぃうことが明記ざれなけれぱなら

，ない。. ' ，.レン.,-… , . . . . '  .

では，独占的市場が完成期に入った場合は，新生産’ 

方法め導入♦普及:はぃかに行なわれ^るのであろう力、。

力、かる局面では:スウィージめ『限界利潤率Jのマイナ 

スに作用する側® iが強.く作用し新生産方法の導入， 

普及は遅延される傾向が強くなるレとぃうのは，市場 

がき滞してぃる状況やは, 独占資本は部門内で相;5：に 

しヤゆく傾が独くなる'し, また部rg外から 

の •■参入庄カJ も低下する力Vらである。すなわち，独 

占的市場では不況期におぃて券，独占価格を雄持する 

傾向が強く, 操業度の低下によって利潤は減少すると 

しても；競争市場'と裁なり，相互に低利潤率から脱出 

するため, しゃにむに新生廣方法るf導入するとぃう 

とは一般的にfcりえず, 占資!I：はできるだけお;5：ぃ 

の摸央を少なくするため,格饒牵をさける傾向が強 

く ょるからでる。また全般6タなポ況期に;}0:ぃては,

当該部門の'■期待利P )率J が低下してV、.るため， # A

の魅力も少なく参入も強ぐ作用しないからである。 

しかも，不況期で独占資本の新生庫方法の導人の誘 

因たる{限界利率」にマイナス作用する耍因が独 

く作用し独占資本の新生産方法導入への誘因も弱ま 

る力、ら'である* とV うめは, 不況期r おいては独占资 

本も』殺に予想ホ場需喪の拡大が期待できないめ， 

新生産方法の導入による追加生産量- 供給f tめ增大は 

*■一定の過剰能力J の保肴を加味しても, ザ★想市場需 

要を大幅fc上H1る可能性が強く，これはゴストの大幅 

な上昇による低利潤率をホ想させるため，新& 産方法 

導入の誘因はもまり- かない。ましてや未償却設偶を 

遊体化して新生産方法を導入しよう’とすれば,「賊界利 

制率J はゼロかまたはマイナスにすらなり;6、ねない。 

それゆえ，独占資本は*独的市場の完成期という局 

面では新生産方法の導入を連娃させ,吏新投資として 

新生産方法を導入してゆぐ镇向が厳いといえ：よう/ '  

では,独占的市場の完成局面では新生方法の普及 

チンポはどうなるので、あろb  i \]報占的市場での新生 

産方法の普及速度の間題に関しては次の2 '点が重要で 

ある。第一は，独占資本が独占的超適利潤を収得して 

いるとI による競争の強制力の弱イ匕とV、う問題であり, 

第二は新生産方法の普及が価格綴争わ形態以外り非価 

格競争として行なわれるという問題やある。 、 ハ 

まず第一の点からみてゆこう。鎮争市場においては，' 

各個別資本の生産規模，資本規模は小さく個別資本の 

償却基金，蓄積基金もあまり大きくはな <,資金調達力 

も独(5肖本に比しはる力、に弱い。こため，新生産方 

法の導入， 随的採用に•よって市場格が低下してき 

た場合，個別資本の利潤率圧迫の’影響は深刻であり,旧 

生iま方法の企業は直ちに樹産•駆遂の脅威にさらされ 

るこi：になる。このため,たとえ特別剩全価値ニ超過利 

潤の取得が全く期待できなくても，新生ま方法は競f t  

の參咸の下で採用され普友してゆくの'である。しかる 

>?：, 独占的市場の独占資本は独古価格を設'律し独占的 

超過利潤を安ま的に取得しているため,をる独占資本 

に斩生ま方法が導入され, たとえ禾IJ潤が傅少したとレ 

ても. むりやり新生ま方拷を採用せざるをえないとい'

う競争の強制作用はぱるかに緩和される。しかも独占 

資本は銀行資本とも密接に関係し，資金調達; ^もあり，

まお妹式による資本調連も可能なため,たとえ利潤減 

少が短期的に大幅セあゥても，德遮の/(̂ ：お,もn とんど 

ない。それゆえ—競#^市堤下で■-般的にみられる旧設備' 

の早5^吏新の社会的強制による新をま方法P 採用とい 

ぅ競制3^カは弱まり,部門全体としての新生廣方さまの

1 9 3 ( J t o )
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的ホ場においても，ある独占資本による新生塵方法の 

導入は, 部門内，部門間競李における競争力の強化を 

伴タ以上, 旧設備の独占資本に全く錢争圧力?動かな 

いわけではなく、,旧設備の独占資本も旧設備の損失を 

できるだけ少なくすることを通じて新生摩方法を採用 

してゆくのである。

第::!の独占的市場における競争形態が非価格競争の 

形態をとるととも,旧生産方法を廃棄して新生産方祷 

を採用せざるをえなくさせるという鏡争の強制力を弱 

める要因として作用する。独占的市場では,一般にある 

独占資本が新生産方法を導入しても,新生産方法導入 

企秦は,その新生摩方法による増大した生産量ニ供給 

量を価格鏡争による市場拡大によってカバーすること 

をできをだけ避け,菲価格競争的手段による自己の販 

売量の據大という形態をとる場合が多、、。とのことは， 

競争市場のように'^イナスの特別剰余価値ニ超過禾潤 

力’ホ場伽格の低下による利潤率の低下としてあらわれ 

るのではなく，非価格競争に対抗する旧生産方法の資 

本や販売費* 宣伝費さの上昇によるうストの上昇や，

これら非独占的市場の条件も分折されなけれぱならな 

いのであるが，独占的市場の社会全体で占める位置と 

役割りの重耍性かちして，このととは独占資本主義の 

下での社会全体としてのr内的亮展の超動力j 自動

回復力」の基本的喪失i 位置づけてよいであろう。

( f l l j )古川哲氏は，この間遊をr独資本主義における同 

一ま維部門内での*■発展』と’『停撒』との時期的配分と交替 

の法則J と!#んでおられ, 次のように説明され’る。 

rA企業が大ま模な技術革新的投資を開始したとする。この 

場合には, fcだちに残りのB . C ‘ D企業は自己の.独占的地 

位をおびやかされないために同様め投資を開好r t•るであろうん 

万一これらの企業がこの暗点で5̂ 本の最低投下単位に達する 

だけめ剰余価値蓄積をもたない場合で’も，をれが独占である 

かぎり，信用機構を® じての調達が可能である。S 己がそ;K  ̂

も必要とするときには，いつでも巨大な資本投下をf jなうこ 

とができ-る能力とそ, 独占を独占たらしめる1つめ$ 本条件 

で、ある。かくて,はとんど時を同じくしての激烈な投資競 

まさに巨人同士の®争として個々 め企業間では発展の不均等 

■ が時期的に配分されないで，同じ時期に一夢に集中されると 

いラ独占的競争の独自の展開によゥて，との部r*jでは急激な
本や販売費* 宣1s：賀 寺 ひ し ふ ' ◊ ン ソ エ ：け，、 ； - ' — ----— ................. --
非価格競争によってとうむった自己の市場お拠率の減. 資本蓄積が強行され，生達力は爆発的な處張をとげるJ (『危

撤 ，'ふ ;2 恣̂ す 士 讓 の 做 法 > 0̂ 凿 循 揚 ，Afi'TL rだ が し ど の

少に#う設備り遊休化や操業度の低下によるコストの 

上昇という形であらわれることを意味する。かかる非 

価格競争は価格競争に比べて新生ま方法の採用を強制 

する力は弱まるといえる。とぃう0 は,、亦価格競争に 

よる贩売量の拡大がどの種度市場を拡大するのかは, 

必ずしも販売Is進費に依存しなぃし,旧生産方法の企 

業の市場占拠率の侵倾の程度も価格競争より少なく， 

また旧生産方法の独占資本は，非価格競象に対抗して 

同様な非価格競争で対抗してゆく資金的余裕もある力、 

らである。 ■

以上の展開から明らかなように,独占的市場の完成 

局面では, 旧設備の早期51新による新設備の採用とい 

う新生産方律の普及速度は遅姓され，歲争市場のよう 

に新生摩方法の普及が旧設備のr道徳的磨損J を廣侧 

する力は弱まってぃるとぃえよう。

. それゆえ, 独古的ホ場の完成局面では，★ 新疫資0  

時染中二群-的発生は一般的にきわめて起こりにく < 

なるといえよう。このことの意味は重要でるとい 

うのはレ競争T{す場において拡大再生産過程力t進行して 

ゆくためめ;■内的発展の起動力Jニr邮ガJ回復力Jが,ま  

さにホ場需要の停滞的状況における更新投資の集中に 

よる第I 部門への超過# 要の剑出によ.ゥて与えられて 

いたのでるからであを。独占資本主義の下で，は,独

機における資本主義の棉造と産業循環J 46貝) 。「だが, t の 

ようナ£特定産業での一定期間の爆発的発辰が行なわ;a たのち 

生ずを結果は何か。、、うまでもなく， れは大£i投资による: 

生ま力のE：大な発展であり，またその部門における独lil的金 

業の比重の増大り，さらVこ結局は大幅な生産能力c6過剰 

イ匕である。との時点からのもは，新占详はとの独占め投資競‘、 

制こよゥて必然的に生みだされる過剰生産能力を，さらに激 

しし、販売饒争にJ;力て相5 >こ破壊し暴力的に切り捨てあラよ 

りも，生産協定によって過剰生産力を遊休化しま新技術, 

のとれ以上の生産力化を阻止し価格協定によって独、S価格 

による安定的想過利潤を入手することに,より利盆を感ずる 

ことは当然であろう，‘かくて独占的投資競争と独古による部 

門制霸が完了したのちのその部門では，従来の飛躍的発展樣 

向から転して，投資の、、ゥせ、、抑制と目額の剩杂to値の錢 

幣形態での温存,結局過剰生産力の重圧のもとでめ重苦しい 

停滞の持続へと傾向のi交替が必然イ匕するJ 洞上47貝)。

以上ようなホ川の分析fも私と結論としては同じでを 

り, 教えられることが多いが，次の点が間週として奴されズ 

ぃる。 ' '  '
成の填1 ^ ,同一*部r iめで発展 J と r停滞J を说制する 

条件が同.じ独占的ホ場下におけ'る独占資本の投資#勘とじて 

究明されていないため，時期ゆ己分と交替ということが説得 

的に説明されていないということである。というのは,氏は 

独占間の役資鏡争による発狼を説明する論理においズは，独 

占利制の獲得と资木調遠機撒こよる蓄積金の数'/!?化といラ

ことから説、、ているが，これほ自身いわれるように役資行 

:動の前提条件であって必ずしもここから直ちに投資の積極性 

が出てくる必然性はな'̂ 、。反対に独占の廣滞イ匕を説明する填 

には,氏は独び 15格による大幅過剰生産能力の存在，安定 

的超過利潤の確保が前提されているが,独占価格による安定 

的独tS利潤の確保ということは独tSの成立の一般的揺造条件 

であり，もしこの条件下において停滞力支配的でもるとすれ 

ぱ，涂展傾向は独占的市場の下で’は出てくる必然性がなくな 

っズしまうと,®われる。それゆえ, 独め m場という構造的 

条件からr発族J と「停滞J をとく場合には，独li*固有のホ 

. 場分# i競争と.しての新生産方法導入の役割りがla視されなく 

てはならないし，また.独占ゆ市場分割競争は時間的に制約性. 

力tあるという問題から解答を出すべきものと思われるレ 

なこめ点では岩田弘氏の指摘の方力けぐれていを。 し 

言でいえば*それは多数の事業所をかかえた巨大産業会社に 

.よる，ホ場の独占的分孰戦の遂行のための手段としての•■新 

設. 拡張J なのである。そじてまさにこの点にとそ,その反 

■対面，，すなわちr旧来の国定設備をできるだけ利用しようと 

するJ 消極があることは、、うまでもな、\ それは最初力、ら 

レ〔, 巨大産業会社の部:的な★つまり旧来のままの諸3jf業 

所や諸設備と並存した個々 の事業所や系列諧会ネt の 「新設， 

拡張J だからでるA こめだ対面はしかし,睹企業め中合 

併や整理統合による市場の独占的分割戦の進行中には, 第—

の面を粮極的に阻止t/rliij限するものとしてはもらわれない。 

こうした麓ギt敝の過程中には, それはたんに，第一*の面に,よ ‘ 

ろ有機的揺成の高度化とそれにもとづく相对的過剰人ロの形 

，成をせ’まt 、限界内にぉしと:め,諸産業部門の量的拡大にとも 

なう労働人口の産業への吸収を激化せしめるものとして作用 

するにすぎな、。というめは，こうした競爭軟は,個々 の臣 

大産業会社に市場シェア大の手段として新鋭生ま設備の新 

設，姑張K：よる生ま能力シモアCD拡大を強制するからであり, 

そしてまたこれは, いわゆる投資需要を輝介fcして関連座業 

諸部ド]の拡張や，またこれをとおす:[こ業生産一般の；ft的拡大 

を誘せざるをえな:いからである。じっさいこうした拡强は,

1895年から1907年にかけての独占体の形成期に広讽にみられ 

た.，‘.‘'。ぢがもちろん, こうした拡張は，無限に進行しうる 

ものではない。その根本動因をなした集中合併敝とTf域の独,

. 占的分割戦は, その性質上，，比較的少数の巨大会社による市，， 

場の独占的分割支配に帰着し; これとともに戦線は固着して, I , 

これら巨大会社相互間の休戦協定に転化せざるを得ないから 

でもり，またこうした休敝状態の到来とともに,市場シェア 
拡張の手段;としての生廣能力シ:̂ ア拡大の動ほも消失し全 

過程の跋張をま:えできた生産設iic?)新設*拡張は停滞せざる 

をえないからでるJ (『世界資本主義J (前出）282-3H)。
. 北原巧は,この点で古川！̂を批判して次のように述べられ 
る。Tilのとらえ方においては,需ぽ状態につい-Cの何め限’ 
定もなされていないことが特傲的である。…需耍がはは‘一お 
.の場合には,た と え , r技術的発展J があったとしでも，tlj*

川巧の言われるような激烈な投資競争にはならないのであゥ 

て，この点を見すごすならぱ，独占段階における資本菩资の 

停滞的# jjffiの深刻さを過少評toすることになるであろうJ (北 
原勇r賞占企業の投資行動J (前出，1Q0頁，レ 

こり指摘a  ̂ ^は,一̂而では；£ しい指搞であるが,そこには&

( 1 7 ) t ? « レたようなP«{j超力tあるが,問題はより深いにか 

力、わると思われる。というのは, # 、占®f本主義をいかに理論 

イ匕ずるかという点でわ両氏の認識の墓衆:がそこにはみレ、ださ 

れると思われるがらでおる。この点は商氏とも明示しておら 

れるわけでぱないが, ilr川氏主として依拠されているのは 

レーニソ『帝国主義J め世界，つまり歴史的には1873年の大 

不況を始点として第一*次世界大戦で終了するドイツ帝国主義 

を中心とする世界編成の時代であり，北厚氏の理論化の中軸 

は 「アメリカ帝®主義J であり, 歴史的には第一次大戦後か 

ら大恐慌をベて第二次世界大戦へと続く時期であるように考 

えられる。この差異こそが独占的ポ場の把握をおける養興を 

生みだしているように考克られる。.ことにおける雨氏の独占/ 

資本主義分析の-顽性を、、かに束服するのかとい5点こそが， 

風翰の出発点にすえられなければならな、、と,•&もれる-すな 

わち，古川氏にちっては独占資本主義め理論イ匕は第'一次世界 

大戦で甚本的には終了しこれ以後は軟♦循環という反復構 
造の中で把握されているのであり，世界史におけるrプメリ 

力帝国主義; )め特異性.歴史性が輕祝されるという矢がみ 

られ, 北原氏にゥては，前提としでの理输化過程にお、''t  

めむilf国主義戦争J の意義, つまり「ドイツ帝®主義J を中 

' 0 とするョマロツパ世界の没'?ざとロシアホ命の意義の過少評 

価がうまれるいうことである。この唯"-の解決法は独£ 資 

本主義の段陪を一般的に記述するのセはな< > r古典的J 帝 

肩主義と現代帝国主義J をまず明確に区分することからは 

じめなけれぱならないと考える„ ネ稿は,’かかる問題意識の 

下でr古典的J 主義をます♦分祈することを中心にしてし、

るこ.とをつけ加えておさ■たい。

4 * 自動回復力喪失の意義

• ' 〔I .〕 ' .

以上展開したことを結驗づけると次のようにいi t よ 

う。独占段隙における回復過泡は，刻{占斷(?棒の形成 

，確A期には, 吏新投資‘新投資の集中的展開によっ 

てきわめて急速に社会全体を回復させてゆく 内的発 

展の起動力J を有している力V 独占的市場の完成如に 

は更新投資* 新投資の集中的展開はみられす‘,新生産 

.方法の導入は吏新投資とし':C行なわれゆくため「内的 

発 展 の 力 J は基本的に複失される。このととは独 

占資本主義の腹史的ぜ過としてf■発展J ^ W 4 h の

傾向がみいだされるととを意味し'ている。
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では，.かか'る傾向を有するとい.うことはいかなる意 

義を有することになるのであるうカ^

まず第一に, 独iS資本間の鏡f トによもきわめて急速 

な生廣拡大は，赴占自体が巨大な生産設備を基礎には： 

じめで成立ずる以Jji',きわめで巨大な生ま力め発展を 

一面ではもたらすという-ことである。と れ r燒争J 

といb 資本主義め唯-の起動力が独占的規模で再現さ 

れるととを意味するからて，ある。しかし, との『競争」 

は，競争市場とは本質的を異なる独占の支配のナこめ 

競争であるかぎり，独占の市場分割の完成という時間 

的制限性の下でのみ機能するに•すぎなも、ということで 

ある。それゆえ, 、独占段階でのr内的発展め起動力J 

は時間的制約制をもつという点がいえるのである。，L 

し, この意義を過少評価し*■?：はならな、でもるう。 

というのほ, 歷史的にみれぱ, イギ，ジスを中心する 

1873年からの大ボ況J という産業資本主義段階から独 

占資本主義段階への行期に位置するきわめて長期の 

停滞傾向を独占とI 、̂かたちで打ち破り， 世紀転換期 

の発展と、、うや経済的に•解決し:/■こという事卖が横た 

わっているからである。 ■ ,

第二に，独占資本主義の完成助にはもはやかのr躁 

占的饒争J による*■内的発展め起動力J は基本的に喪 

失し独占資本主義は長期的な停滞イヒ傾向が内的には 

必至となる《 ことセは恐慌?、らめ回復を主導する内的 

要因は基本的K；喪失し,独占資本主義は恒常的な過她 

資本と大量の過剩人ロをかかえた死相に艇化すること 

になる。 ■ ，

， C n ) :

では, かかる傾向として独£ 資本主義が分析される 

意義は何にあるのであろうか。とこでは国家独占資本 

主義の成5：0 こ関連して若干の問題点を指摘しで,今後 

の研究課題を確定したい， ,

問題の所在のところで指摘しだようf , 大内氏の国 

独資把握の特質は，まさに全般的危機を政治危機とし 

て」面化し恐慌の形態変化（広く，深く，長い）は形態 

変化をしても， r自動回復力」を有する恐慌i して位 

置づける点にあった。しかし，以上の検討からは独占 

資本主義の支配的体制の糖立した状況ではr内的な発 

l i の起動力J が基本が0に喪失し，^自動回猿カ」は墓本 

的に喪失されるととが明らかでる以上，大氏のよ

うに, 危機=経翁的危機力;独占資本主義体制そのもの- ’ 

から内在的に発生する一時的危まとして'"Cなく , 恒常 

的危機として展開しうる1 つり根拠が存在すもことを 

意 時 •る。しかし問題ゆなお残る。/というめは, 第*- 

に国内体制と!;̂ てのす内的H 展©起動力J が基本的に. 

喪失されたとしても, 世界体制として0 堯族の起動力 

が喪失されたかどうかが間られなければなもないから. 

である。第 に .，国独資体制の確立期力♦、直接 

年恐慌を契機と:した過程として把握される以上, 1920 

年代のアメ、) 力の繁栄をいか把握す.べきかといさ間. 

題である。# 三に，’第二次大戦後における《西独」ほ 

本J 等々の急速な発展の間題をいかに把德するかとい- 

う点で ある。 ' ■

第一の間題の墓本的解答は， シ. 『帝国主義;！！

の結論としての ■ 主義戦争J によゥて塞本的には、 

与えられよう。す わ ち , 国内体制とし't の過剰が資 

本輸出を媒介項とすることによって帝国主義的海外政 

策による植民地再分割戦争を必至とするということで 

基本的には与えられるとと^ なるやあろう。

第::!め間題は, 基本的には世界資本主義のf ドィツ 

帝国主義J .をホ心とするヨ ーロッパ世界と「；7 义リ力、 

帝国生-義J の腹史的な差異め問題とし't；臉ぜられるべ. 

きものと思わiLる。それゆえ，この問題は第-^次世界 

木戦で終局をみた独£ 資本主義体制め3 1- ロクバ世界 

: 力、らアメリカ世界への変換の問題として論ぜられなけ 

れぱならないと考えられを ‘

察さめ曲題は，戦後のアメリカ保制の中'"Cの1 つの' 

大きな問題とし'"C考えられる必要がある。戦後の西独. 

や}3本の高成果はそれ以前の時期r おける問題とは逢 

い, アメリカ体制そ<6もめを-変換させてゆくという资 

本主義自体の国内編成.世界編成をうながす起動力は 

有していず，プメリ力体制の枠め.なかでの才盾め激化.. 

を促進する喪因であるという点で前の2 つの時期はど： 

の大きな意義は有さないと考えることができよう/

‘ 1；]1上，若千の間磁を提出'してみたが，これをみても 

明らかなようK , 国家独占資本主義は単なる傳寒の経 

済的l i 能や©家政策の問題とi / t!でほなく ★独占資本 

主義の国内編成と世•界編成の重工業を生産力段階とす’ 

る基軸力、らの★ きな根本的な国内と世界縮k o 間趣と 

して考えられなけれぱならないめセはめ;V、ださうか。

(法政* 学経済学部助教ゆ，

経 営 代 行 制 度 の ー 検 計

小 ‘ 池 賢 . 治

第 1 節 経 営 代 行 制 度 の 生 成 ハ

' , -. ' . .  . . *

(1) . 代行制度の湖源

本稿はインド資本主まのr枢軸 (Pivot) J とされる 

:経営代行制度の生成, 整展，変質のプロセスを紘績資 

本の養積過棒のなかで歷史的論理的に把握しようとす 

る一つの試みでもる’。 .

経営代行制度とは産業資本のW資者で'f cり，:事実上 

.の機能充用者でもある個人または集団が, 享m会社 

とは別途に経営代行組織なるものを設け，この組織を 

通じて出来高手数料を報償として会社を経営する仕組 

であって, 問題は彼，が会社経営に•直接参画せず,ち 

えて，経営代行担織を設け,代行人の資格で迁回的に 

:経営参加する点にあるP「会社ヲ組機ルノ順序ハ有力 

者之ヲ首唱シ自ラ其株式ノ多分ヲ引受夕ルコト他国ト 

.其例ヲ同クスト雖, 首P昌者遂ニ会社主管ノ.位置ヲ占メ ： 

終始会社ノ享務ヲ担任スルニ至J り,「他ニ類例ナキノ 

報酬ヲ享クルJ 仕組みは<■稍々殊特ノ事相_ )であった。

R. S .ルンダクは, この制度の淵源をI9世紀初頭，

ま国人の大規模なパートナーシッフ，で後に.「代 结 - 

商会J と総称された企業休が，宵，業多角化の一環とし 

て保險会社業孩を起業した擦，との代行制度を導入I； 

たも©で/ ネれ以前, 炎>るいは保険以外の業種にその

起源をもっものではないと指摘す(ぎ6 単なを輸出入業
     _

務に止まらず回灌業, 農園, 金融業，プP - 力^を兼 

営し，18世紀末までに内陸，沿岸貧易を独占するまで 

に勢力を伸長させていた大手代理商会は、,保险業務の 

企業化に際し, これを®:営せずに，次のような独特の 

起業，，择営様式をとったりである。 f■生命保除会社を 

開設する手法は倚単なものであゥた。ネ手代理商会の 

上級パートナーが実!^界の主立った闻々を自宅に招き， 

計敏を討譲し，同意が得られれぱ彼等はこれらの面  々

がM piK織役となる一号社を設☆:した。こふ4 社ふ 

営はこの評画を提案した会に委鎮されたJ (傍点はジI 

用:者，以卞断りな'<、服り同じ）。 ルングタによれぱ， 入 

手可能な最古の事例ほ, 1 8 0 9年に設立された'Third 

Laudable Society’が，，その[秘ま‘ 財務役.j (secretaries 

& treasurers)を,’ その起寒者であり取餘役の"^人で，あ 

ったy レキサンダニ氏の代BB商会とみられるrァ V キ  

サソダ'一商会J .に委託した例で，ますこ, 1SM年に設*  

された''‘Union S o c ityでは，Mackintosh, Fulton &  

McClintockゼ、、,秘書 . 財務役よりさらに大幅な代行 

権限をもっ•■代行人J (agents)の資格で,経営お委 

され, 保険掛金の3 % # 数料を受IlH'る契約を結んだ

ので っ すこ(いずれもカルカツタ）；>. ,

資本力,，経営力, 組織力において優れた大手商会が, 

何故, 直営によらず代行制による释赏形態を選好した■ 

のであろうか, ルンダクはr商会が非常に少額の報酬 

で, すこ、、した迫加的链め支出もなく，設立i侍点から.
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注（1〉.，佐藍M 樹, 川邮利兵衛，他『印度掠産及助綴業事情報告書J (1889—年) * 被頁。’ ただ.し， f波沢染伝記資料J 第 

十卷所収，弓Ufl貝数は後者のもの，以下マ佐野報告書J と略記。 ■ .
(2 )  R.S.Runffta, *The, Rise of Business Corporations in India 1851-1900/ 1970»p. 21.
(3 )  Ibid.iP.225.

(4) Ibid., w>‘21〜22. ' „

(5) Ibid,, p. 223.

■■(6) Ibid., pp. 224~  225. '
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